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「
あ
す
へ
の
話
題
」 

第
十
二
回 

／ 

ガ
ン
ジ
ー
の
心
配 

ガ
ン
ジ
ー
は
人
間
は
皆
平
等
を
教
え
、
差
別
さ
れ
る
者
全
て
に
優
し
か
っ
た
。
多
民
族
国

家
イ
ン
ド
の
国
体
維
持
を
案
じ
、
宗
教
差
別
を
安
易
に
正
当
化
す
る
印
パ
分
離
に
も
大
反
対
。

民
の
多
様
性
を
美
し
い
和
に
織
り
あ
げ
て
国
家
の
結
束
を
と
諭
し
、
ヒ
ン
ズ
ー
原
理
主
義
者

の
刺
客
に
倒
れ
た
。
独
立
以
来
、
彼
が
心
配
し
た
少
数
民
族
の
イ
ン
ド
連
邦
脱
退
運
動
は
立

ち
消
え
ず
、
州
の
数
は
民
族
言
語
の
違
い
を
理
由
に
倍
増
し
た
。
連
邦
分
裂
の
リ
ス
ク
が
な

い
と
は
言
え
な
い
国
だ
。
し
か
し
、
ガ
ン
ジ
ー
の
精
神
は
イ
ン
ド
の
人
の
心
に
生
き
る
。
血

と
汗
と
涙
を
流
し
て
勝
ち
取
っ
た
民
主
主
義
の
喜
び
と
誇
り
を
糧
に
、
親
か
ら
子
の
心
へ
と

生
き
続
け
る
。
ガ
ン
ジ
ー
の
心
配
は
、
彼
自
身
の
生
と
死
で
無
用
に
な
っ
た
。 

昨
今
の
流
行
語B

R
IC

s

は
世
界
経
済
の
軸
と
な
る
可
能
性
を
持
つ
４
カ
国
を
指
す
。
２
０

５
０
年
の
国
内
総
生
産
予
測
値
で
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
（B

）
、
ロ
シ
ア
（R

）
よ
り
、
イ
ン
ド
（I

）

と
中
国
（C

）
が
要
だ
が
、
勿
論
国
家
と
し
て
の
統
治
力
持
続
が
大
前
提
に
な
る
。
企
業
の
グ

ロ
ー
バ
ル
戦
略
で
は
生
死
を
か
け
て
見
極
め
る
べ
き
長
期
リ
ス
ク
。
そ
の
国
体
維
持
を
考
え

る
と
き
、
イ
ン
ド
建
国
の
父
ガ
ン
ジ
ー
の
心
配
を
想
う
。 

中
国
は
、
１
９
８
６
年
、
改
革
開
放
政
策
初
期
に
対
外
金
融
と
貿
易
政
策
の
調
査
を
依
頼

さ
れ
、
２
カ
月
余
り
各
県
を
旅
し
た
だ
け
で
、
よ
く
知
ら
な
い
。
石
炭
を
隣
の
県
に
売
る
よ

り
も
外
国
へ
輸
出
し
た
い
と
い
う
よ
う
な
話
ば
か
り
で
、
各
県
政
府
の
ま
る
で
独
立
国
の
よ

う
な
政
策
思
考
に
驚
い
た
の
を
覚
え
て
い
る
。
中
国
が
外
貨
確
保
に
や
っ
き
に
な
っ
て
い
た

時
代
で
、
県
同
士
が
猛
烈
な
競
争
を
し
て
い
た
か
ら
だ
っ
た
が
、
大
き
な
国
を
治
め
る
の
は

大
変
だ
と
感
じ
入
っ
た
。
民
族
と
世
代
を
超
越
し
て
民
の
敬
愛
を
一
身
に
集
め
、
国
家
の
ハ

ー
ト
を
司
る
ガ
ン
ジ
ー
の
よ
う
な
建
国
の
父
は
、
中
国
史
で
は
誰
な
の
だ
ろ
う
…
。 
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